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三
木
市
で
は
、平
成
13
年
に
、県
下
の

市
で
は
初
と
な
る
人
権
に
関
す
る
総
合
的

な
条
例「
三
木
市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
基
盤
と
し
、市
の
最
上
位

計
画
で
あ
る「
三
木
市
総
合
計
画
」な
ど
と

連
携
さ
せ
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

人
権
の
視
点
を
取
り
入
れ
、行
政
だ
け
で

な
く
地
域
や
学
校
、事
業
者
な
ど
と
一
体

と
な
っ
て
人
権
を
大
切
に
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
進
め
て
き
た
こ
と
が
、三
木
市
の

大
き
な
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、三
木
市
の
施
策
の
取
組
状
況
や

今
後
の
課
題
を
審
議
す
る
た
め
、多
様
な

分
野
の
市
民
団
体
か
ら
選
出
さ
れ
た
委
員

や
市
民
公
募
委
員
で
構
成
さ
れ
た「
三
木

市
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議

会
」が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
審
議
会
に
は
市
の
幹
部
も
出
席
し

て
お
り
、そ
の
場
で
直
接
意
見
交
換
す
る

こ
と
で
、速
や
か
に
施
策
に
反
映
で
き
る

体
制
を
整
え
て
い
る
こ
と
が
、他
市
町
に

は
な
い
三
木
市
な
ら
で
は
の
強
み
で
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　私たちと同じ地域で暮らす外国人住民も、日常の中でさまざまな場面に不安や孤立を感じることがあ
ります。令和4年に実施した「三木市多文化共生のまちづくりに関するアンケート調査」では、外国人住
民が実際にどんな場面で差別を受けたと感じたのか、その声を聞きました。

12月4日～10日は人権週間12月4日～10日は人権週間

外国人住民が「差別外国人住民が「差別」」を受けたと感じたときを受けたと感じたとき

　

令
和
５
年
度
に
三
木
市
が
行
っ
た

「
三
木
市
総
合
計
画
策
定
に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー
ト
」で
は
、「
だ
れ
も
が
平

等
で
差
別
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
満
足
度
」が
55・７
％
で
あ
る
と
い
う

調
査
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
全
国
的
に
見
て
も
高
い
数
値

で
あ
り
、行
政
・
地
域
住
民
・
学
校
・
事

業
者
が
一
体
と
な
っ
て
密
接
に
連
携
・

調
整
し
合
い
、一
人
一
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
る

成
果
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

近
年
は
社
会
の
多
様
化
が
進
み
、三

木
市
で
も
急
速
に
増
え
て
い
る
外
国
人

を
は
じ
め
、障
が
い
の
あ
る
人
や
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、高
齢
者
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
人
が
共
に
暮
ら
す
時
代

で
す
。
今
後
さ
ら
に
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、特

に
次
の
点
に
重
点
を
置
き
、あ
ら
ゆ
る

差
別
や
人
権
侵
害
を
な
く
そ
う
と
す
る
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外
国
人
住
民
は
、令
和
7
年
10
月
時
点

で
2
，
9
0
0
人
を
上
回
り
、10
年
前
の

2・6
倍
に
増
え
ま
し
た
。
市
民
の
お
よ

そ
4
％
を
占
め
、約
50
ヵ
国
の
外
国
人
住

民
が
生
活
し
て
い
ま
す
。平
成
31
年
に
は
、

国
が
深
刻
化
す
る
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
在
留
資
格「
特
定
技
能
」を
創
設
し
た

こ
と
で
、製
造
業
や
介
護
、農
業
な
ど
、地

域
の
幅
広
い
分
野
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

家
族
と
と
も
に
定
住
す
る
人
も
増
え
、外

国
人
の
子
ど
も
た
ち
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、急
速
な
増
加
に
よ
り
、言

葉
や
生
活
習
慣
の
違
い
か
ら
生
じ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
顕
在
化
し
て
お
り
、今
後

は
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く

り
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「外国人の人権」「外国人の人権」

 実際に聞いてみた 

「
人
権
週
間
」を
機
に
、あ
ら
た
め
て
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
は
、平
成
26
年
か
ら「
三
木
市
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
審
議
会
」の
会
長
を
務
め
る
五
百
住
さ
ん
に
、専
門
家
の
視
点
か
ら
み
た
市
の
人
権
施
策
の
特
徴
や
、こ
れ
ま
で

進
め
て
き
た
取
組
、今
後
の
課
題
や
方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

人
権
尊
重
に
向
け
た
特
徴
的
な
取
組

　五百住会長のインタビューにもあったように、近年はさまざまな立場五百住会長のインタビューにもあったように、近年はさまざまな立場
の人が共に暮らす時代となりました。中でも、ここ数年で外国人住民がの人が共に暮らす時代となりました。中でも、ここ数年で外国人住民が
急速に増えてきています。すべての人が安心して暮らせるまちをめざす急速に増えてきています。すべての人が安心して暮らせるまちをめざす
ため、今回はあらためて「外国人の人権」について考えてみましょう。ため、今回はあらためて「外国人の人権」について考えてみましょう。

さ
ら
に
増
え
る
外
国
人
住
民
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三木市人権尊重のまちづくり推進審議会三木市人権尊重のまちづくり推進審議会
兵庫県人権教育研究協議会兵庫県人権教育研究協議会
会長　五百住 満さん会長　五百住 満さん

問 (市)人権推進課 人権施策推進係

違いを認め合い、心でつながる

今
後
人
権
課
題
が
進
む
方
向
性

と
、求
め
ら
れ
る
人
権
施
策

みんなで築く、人権尊重のまち三木
～多様な人が安心して暮らせる社会をめざして～

啓
発
・
教
育
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、さ
ま
ざ
ま
な
人
権
課

題
を
自
分
や
自
分
の
身
近
な
人
の
問
題

と
捉
え
、お
互
い
の
違
い
を
受
け
入
れ
、

相
手
の
人
権
を
尊
重
し
、相
手
の
立
場

に
立
っ
て
考
え
る
こ
と
が
、み
ん
な
で

め
ざ
す「
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
」に

は
不
可
欠
で
す
。

10年間で10年間で約2.6倍約2.6倍に！に！
三木市の外国人住民の推移（H27～R7）

1,1111,111
1,9221,922

2,2212,221
2,3812,381

2,6752,675

2,9422,942
（人）

電車やバスに乗っているとき

職場で
近所の人と交流しているとき

公的機関の手続き
病院に行ったとき
仕事を探すとき

その他
不明・無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

不明・無回答

その他

学校や育児のとき

家をさがすとき

仕事を探すとき

病院に行ったとき

公的機関の手続き

電車やバスに乗っているとき

近所の人と交流しているとき

職場で

グラフタイトル

家を探すとき
学校や育児のとき

24.1％
24.1％

20.7％

17.2％
10.3％

6.9％
6.9％

6.9％
6.9％

0％

0％ 10％ 25％5％ 15％ 20％

特に「職場で」や「近所の人と交流しているとき」に特に「職場で」や「近所の人と交流しているとき」に
差別を受けたと感じた人が差別を受けたと感じた人が約4人に1人約4人に1人いることがわかりましたいることがわかりました

(令和7年は10月末時点の人口)(令和7年は10月末時点の人口)

①
正
し
く
知
る
こ
と
か
ら
始
め
る

②
日
常
の
言
動
を
見
直
す

③
差
別
的
な
言
動
に
対
し
て
声
を
あ
げ
る

④
特
に
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
に
力

を
入
れ
る

⑤
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
な
ど
に
注
意
し
、

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
※
の
教
育
に
力
を

注
ぐ

※
情
報
を
適
切
に
収
集
・
理
解
し
、そ
れ
ら
を

有
効
に
活
用
す
る
能
力

(複数回答あり)(複数回答あり)
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